
設立 30周年の新年、明け

ましておめでとうございま

す。今年はシルバー人材セン

ターの「制度改革の基盤」が

示される年です。

新制度は、団体自治と自己責任経営とな

るといわれています。新制度を見据え、皆

様とともに力を合わせ前進してまいりた

いと思います。また、当センターでは 30

周年記念行事として、記念式典・記念誌発

行・記念事業が予定されています。

会員の皆様、明けましてお

めでとうございます。さて、

シルバー人材センターにとっ

て今年は大事な仕事が待って

おります。それは公益社団法

人への移行申請を行なうのに際し、会員の

皆様へシルバーの憲法とも言うべき定款

を示しご理解を頂く仕事です。この定款は

東京都 58 シルバーが共通の定款制定を目

指して進めてきました。当ＳＣでは関連す

る規則の制定を急ぎ総会に諮るまで総力

を結集して参ります。

会員の皆様のご協力をお願い申し上げ

ます。

会員の皆様、新年おめでとう

ございます。新年早々暗い話で

恐縮ですが、今年も契約件数・

金額の減少等、シルバー人材セ

ンターにとって増々厳しい年

になると思われます。次の受注に繋げ契約

件数を増やすためには、発注者の方々から

シルバーに頼んで良かった、次の時も頼も

うと言っていただけるような仕事をするこ

とが、最短の道であると思います。誠意あ

る就業をお願いいたします。

健康に留意され、安全就業に心掛け、皆

さんで設立 30周年を迎えましょう。

会員の皆様にはお健やかに

新年をお迎えのこととお慶び

申し上げます。

平成22年度は設立30周年、

公益社団法人制度移行など、

一方では補助金縮減などの厳しいＳＣ運営

のなかで、女性部会の活動の理解が大きな

流れに埋没しがちです。

平成22年度の女性部事業計画は女性の特

性を生かした、会員・市民対象の講習会な

ど、交流の輪を広げ、会員増強に繋げれば

と願っています。
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●市民対象の講習会を計画し会員増強を！！

●健康で誠意ある安全就業を目指して！！
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●30周年の記念行事が行われる年です
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●公益社団法人への移行申請に向かって
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無償の研修期間があり役員・発注者による
面接があります。
≪希 望 職 種≫ 詳細は事務局まで

グループ 人員 就業時間
交代
月

条件

福祉センター
受付（日曜日）

1 名
8時45分～

17時15分
２月 女性

第二文化
センター受付

1 名 ローテー
ション ２月

男性パソコン

操作可能

振興プラザ
受付

２名
土日祝

8 時 45 分～
16 時 45 分

３月
４ 時 間 交 代 制

女性

平成 21 年度の地区長・役職員交流会が平
成 21 年 12 月 6 日に振興プラザ４階会議室で
開催されました。当日は午後１時からの地区
長会に続いて交流会は理事と役職員が加わり、
特にテーマを設けず思うところを自由に話し
ていただく形式で行われました。懇談の始め
に三澤会長から一言「契約額について昨年８
月の落込み以降の回復が芳しくない」旨の現
況報告がありました。その後は「環境美化グ
ループ会員の労働状況」、「マンション清掃の
休息時間契約のあり方」とか「地区会開催の
期日に関する質問」、「稲城ＳＣでは就労でき
てよかった」などの発言がありました。

最後に宮澤事務局長から交流会の締めの
挨拶があり、和やかな中で終了しました。

国の行政刷新会議「事業仕分け」において、
シルバー人材センター援助事業の補助金の縮
減という評決結果が出されました。

それに対し、平成 21 年 12 月４日～10 日に
かけて縮減見直しの署名をお願いしたところ、
430 名の会員の皆様にご署名を頂くことがで
きました。大変ありがとうございました。

早速、東京しごと財団を通して、国に対し
て要望活動を行ないましたことをご報告申し
上げます。

地区名 開催日 出席者数 在籍会員数 率（％）

矢野口 第１ 平成２２年３月までに開催する

矢野口 第２ １１/２７ ３１名 ４４名 ７０％

矢野口 第３ １１/１４ ３９名 ４９名 ８０％

押 立 第１ １１/２８ １６名 ３１名 ５２％

押 立 第２ 平成２２年３月までに開催する

東長沼 第１ １１/１４ ４２名 ５２名 ８１％

東長沼 第２ １２/１３ ３８名 ４７名 ８１％

大 丸 第１ 平成２２年３月までに開催する

大 丸 第２ １１/２９ ３０名 ４８名 ６３％

百 村 １１/２２ １９名 ３９名 ４９％

向陽台 １１/２５ ３１名 ５６名 ６１％

坂 浜 平成２２年３月までに開催する

平 尾 第１ １１/１４ ３０名 ４８名 ６３％

平 尾 第２ １１/２９ ２７名 ４４名 ６１％

長 峰 １１/２３ １７名 ３０名 ５７％

若葉台 １１/１５ １１名 １７名 ６５％

センターの仕事納めは 12 月 28 日 仕事始めは 1 月 4 日

交代要員募集のご案内

社団法人 稲城市シルバー人材センター

所在地 稲城市東長沼２１１２－１

稲城市地域振興プラザ３階

電話３７７－２２１２ ＦＡＸ３７７－７６９２

１１月３０日現在 会員数 ６３８名

（男：４３４名 女：２０４名）

受 託 件 数 ２７８件（１０月）２６９件（１１月）

就業実人員 ４５１名（１０月）４４５名（１１月）

契 約 金 額 ２５,３１４,００２円（１０月）

２４,０８２,４５９円（１１月）

地区長･役職員交流会開催

地区会の動静(平成 21 年 11 月６日以降)

補助縮減を見直す要望事項の
ご署名に感謝

会員の入退会 期間：10 月１日～11 月 30 日

地区 入会者 退会者

矢野口１，２，３ ６名 １名

押 立１，２ ３名 なし

東長沼１，２ ２名 なし

大 丸１，２ なし ２名

百 村 ２名 なし

向陽台 １名 1 名

坂 浜 なし 1 名

平 尾１，２ １名 1 名

長 峰 なし なし

若葉台 なし 1 名

合計 15 名 ７名



今年度は八王子市ＳＣが担当し、第７ブロ
ックＳＣの「フェア・エイト」が平成 21 年
11 月 20 日に八王子市子安市民センターで開
催されました。

プログラムは、基調講演、会員発表、ネイ
ルアート、転倒予防体操、会員作品展、会員
作品販売など盛りだくさんでした。

当ＳＣからは会長を始め理事、女性部有志
が参加しました。

紙面が限られているので、かいつまんでご
報告します。●基調講演は高齢社会において、
どう他人と関わったらよいか「傾聴について
学ぶ」をテーマに山田豊吉先生（ホールファ
ミリーケア協会）のお話を聴きました。

論旨は「一般的に高齢者は頑固、命令は受
けたくない、人の話を聴きたがらない。と想
われ、何かと分が悪い。何故なのか、高齢者
は変化を望まないのです。つまり、何十年も
年を重ねて今があり、これが自尊心なのです。

しかし、それではコミュニケーションが前
に進みません。大事なのは他人の話を聴き自
分との違いを認める。そうすると人の思いが
解るものです。要は聴き上手になること」だ
そうです。傾聴に値する講演でした。●会員
発表は「会員になってよかったこと」につい
て８市ＳＣの女性会員が意見交換を行ないま
した。●ネイルアートでは女性会員が 10 代の
気分になれたひと時だったようです。

その他に転倒予防体操や会員の作品展・販
売で会場は賑わっておりました。

隔年実施の役員研修に管外研修があります。
本年度は「月刊 シルバー人材センター」に
も取り上げられ注目されている千葉県佐倉市
ＳＣを昨年 11 月 18 日に当ＳＣの役職員一行
が訪問し、活動の状況を聴いてきました。

佐倉市ＳＣの現況は会員数、契約高におい
て概ね稲城市ＳＣの 2 倍の規模であると言え
ます。一方、佐倉市の人口は約 17.5 万人、世
帯数は約 6.8 万戸であり、ここが事業フィー
ルドになります。20 年度の受注件数は公共が
472 件、民間が 11,445 件で 96％が一般家庭・
民間事業者だそうです。これは設立当初から
民間中心の受注活動をしてきた歴史があると
言っていました。

また、受注に即対処可能なよう市内を４地
域に区分けし、それぞれに会員理事と技能職
会員を配置しているとのことです。また、建
屋以外の仕事に使う機材は全て会員個人持ち
と言うのも驚きでした。これは技能職会員個
人がシルバーの仕事に対し、設備投資をして
いることであり、それだけに組織の要である
本部と会員は事業に対する意識を共有してい
るのだろうと思いました。一方、市民も佐倉
市ＳＣを信頼しているのだろうと思いました。

昨年 12 月 16 日に稲城市安全安心まちづく
り推進協議会主催の「年末市内一斉防犯パト
ロール」が実施されました。

当ＳＣからは 113 名の会員が参加し、各地
域自治会をはじめ諸団体とともにそれぞれの
コースをパトロールしました。厳しい寒さに
もかかわらず地域の安全・安心推進に貢献す
る気概を感じさせる会員さん達でした。
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12 月の就業報告書はお早めに シルバー専用のポストに投函してください
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昨年 11 月 16 日、植木グループが毎年ボ
ランティアで実施している福祉センターの
剪定作業に、社会福祉協議会から感謝状が
贈られましたのでご報告します。
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恒例の除草ボランティアが昨年 11 月９日
に行われました。振興プラザ周辺と駐車場の
除草、特に建物南側路地は写真のようにきれ
いになりました。参加者は 15 名でした。

平成 21 年 11 月 26 日、調布スポーツセンタ
ーで、40 名参加しました。午後２時試合開始、
３名ひと組で２ゲームのトータルで、アベレ
ージを競いました。

昔取った杵柄の人、ストライクをねらって
もガータばかりの人、参加者全員時間のたつ
のも忘れゲームに興じました。

優勝者の言葉「40 年振りだが身体が覚えて
いた」。特別賞受賞者の言葉「生まれて初めて
の事でどうなるか心配だったが、すごく楽し
かった」。交流を深めることが出来ました。

実 施 日：平成 22 年 1 月 15 日（金）
場 所：多摩京王プラザホテル４階
時 間：12：00～14：00
募集人員：100 名定員
参 加 費：4,000 円（個人負担）
申込受付：平成 22 年１月５日～１月８日

●詳細はチラシをご覧ください。

安全管理委員会主催の健康ハイキングが平
成 21 年 12 月 7 日におこなわれました。

若葉台駅 9 時 30 分集合で、参加者 24 名で
した。まず、小田良地区の「光仙婆さんの御
利益」の祠の説明を聞き、続いて大塚牧場へ
向い、50 頭以上のホルスタイン種・肉食牛が
飼育されていました。生まれて 24 時間経たな
い子牛が自力で立ち上がり、その生命力の強
さに驚きました。

上谷戸親水公園
の水路は、蛍の幼
虫を養殖・繁殖さ
せようと苦労して
いるようです。

広々した若葉台
公園で昼食後、見晴し緑地までの道のりはき
つかったが、四方を見渡せて気分爽快でした。

i プラザの館長さんに館内を案内していた
だき、午後３時に若葉台駅前に到着、解散し
ました。
《給付報告》 平成 21 年 11 月 13 日

弔慰金 下鳥 哲夫さん（大丸）
ご冥福をお祈りいたします。
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１月 15 日（金）は新年を祝う集いです ふるってご参加ください

理事・職員さんが除草ボランティア

ボウリング大会盛況に終わる

除草前 除草後

新年を祝う集いのお知らせ

足 取 り も か ろや か

編 集 後 記

「
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し
緑
地
」

都
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見
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る
よ

◀

ストライク！！
お見事！！
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